





















る。 留 年 生 支 援、 オ フ ィ ス ア ワ ー、 リ ト リ ー ブ ア ワ ー に 加 え、PEDL
（pharmaceutical  educational  digital  learning)、PESS（pharmaceutical 
＊202年月２日受理。
－  28  －















































































































































































定期試験 追再試験 （取得人数 / 参加人数）
平成22年　前期 69.7 90.0 92.3（2人 /3人）
　　　　　後期 67.3 6. 58.3（７人 /2人）
平成23年　前期 48.5 76.5 78.6（人 /4人）
　　　　　後期 4.8 59.0 56.3（９人 /6人）
平成24年　前期 48.2 69.0 72.7（6人 /22人）

































































回数 延人数 回数 延人数 回数 延人数
基礎化学 7 537 6 380 4 709
有機化学Ⅱ 3 37  93 2 25
生命科学入門 － － － －  53
有機化学Ⅲ 3 53 3 39 3 68
分析化学Ⅱ 2 70  70 － －
生化学Ⅱ  54  28  30
分子生物学Ⅰ  5  82 － －
微生物学Ⅰ  75  50 － －
薬理学Ⅱ  20  57 － －
抗生物質学  22  80 － －
臨床検査学Ⅰ 2 2 2 00 － －
創薬物理薬剤学 － －  78 2 375




回数 延人数 回数 延人数
物理化学Ⅰ 2 94 － －
無機・錯体化学 6 44 4 533
分析化学Ⅰ  53  39
生化学Ⅰ 2 30 － －
有機化学Ⅳ 4  － －
生化学Ⅲ 2 68  73
生物有機化学 2 7 － －
薬理学Ⅰ  75 － －
分子生物学Ⅱ 2 228  82
内分泌学  3 － －











前期 平成22年度 平成23年度 平成24年度
合格率 Ⅰ Ⅱ 差 Ⅰ Ⅱ 差 Ⅰ Ⅱ 差
基礎化学 67.0  72.  5.  58.7  67.3  8.6  47.5  5.6  4. 
有機化学Ⅱ 73.3  83.2  9.9  54.  7.3  7.2  4.5  52.6  . 
有機化学Ⅲ 62.7  78.0  5.3  50.2  57.6  7.4  55.6  57.5  .9 
分析化学Ⅱ 73.9  8.8  7.9  86.7  92.8  6.  － － －
生化学Ⅱ 7.9  79.6  7.7  88.  92.7  4.6  83.6  87.3  3.7 
分子生物学Ⅰ 63.8  75.0  .2  75.6  82.7  7.  － － －
微生物学Ⅰ 80.  87.7  7.6  83.3  94.6  .3  － － －
薬理学Ⅱ 66.7  60.0  -6.7  85.9  88.0  2.  － － －
抗生物質学 95.2  00.0  4.8  89.7  93.7  4.0  － － －
臨床検査学Ⅰ 90.6  87.5  -3.  83.5  90.0  6.5  － － －
創薬物理薬剤学 － － － 8.2  87.  5.9  67.2  72.5  5.3 
薬物動態学 9.4  94.4  3.0  90.0  00  0.0  96.5  99.0  2.5 
後期 平成22年度 平成23年度
合格率 Ⅰ Ⅱ 差 Ⅰ Ⅱ 差
物理化学Ⅰ 53.6  7.8  8.2  － － －
無機錯体化学 69.3  78.5  9.2  64.6  72.3  7.7 
分析化学Ⅰ 79.6  92.5  2.9  66.3  72.  5.8 
生化学Ⅰ 9.6  00.0  8.4  － － －
有機化学Ⅳ 69.5  73.6  4.  － － －
生化学Ⅲ 69.  76.8  7.7  47.5  7.4  23.9 
生物有機化学 82.5  93.6  .  － － －
薬理学Ⅰ 88.8  94.7  5.9  － － －
分子生物学Ⅱ 68.0  72.4  4.4  74.5  85.2  0.7 























Ⅰ １回 全回 Ⅰ １回 全回 Ⅰ １回 全回
基礎化学 67.0  66.7  77.3  58.7  67.7  67.  47.5  45.7  54.5 
有機化学Ⅱ 4.5  50.5  56. 
有機化学Ⅲ 62.7  7.4  00.0  50.2  53.3  64.3  55.6  5.5  72.2 
分析化学Ⅱ 73.9  80.8  82.8 
臨床検査学Ⅰ 83.5  90.0  90.0 
創薬物理薬剤学 67.2  73.6  72.2 
無機錯体化学 69.3  52.2  83.3  64.6  66.  77.2 
有機化学Ⅳ 69.5  67.6  84.2 
生化学Ⅲ 69.  69.9  84.6 
生物有機化学 82.5  9.7  00.0 

































個別対応型 PEDL 400人 35人 726人 735人
会議室を利用した少数人型 PEDL 53人 3人 0  0 
教室を利用した大人数型 PEDL 27人 0  0  0 
－  42  －
表６　実施 PEDL教科
前期 教　科 後期 教　科










前期 平成22年度 平成23年度 平成24年度
合格率 Ⅰ Ⅲ 差 Ⅰ Ⅲ 差 Ⅰ Ⅲ 差
基礎化学 58.7  40.0（4/0） -8.7  47.5 
66.7
（6/9） 9.2
物理化学Ⅱ 42.3  60.8（3/5） 8.5 
物理化学Ⅲ 56.5  66.7（4/2） 0.2 
有機化学Ⅱ 73.3  88.2（5/7） 4.9  54. 
60.0
（8/30） 5.9 
有機化学Ⅲ 50.2  47.8（/23） -2.4  55.6 
55.8
（24/43） 0.2 
生化学Ⅱ 88.  00（2/2） .9  83.6 
82.9
（34/4） -0.7
分子生物学Ⅰ 75.6  84.2（6/9） 8.6  68.8 
73.8
（45/6） 5.0 
創薬物理薬剤学 67.2  75.0（6/8） 7.8 
後期 平成22年度 平成23年度
合格率 Ⅰ Ⅲ 差 Ⅰ Ⅲ 差
物理化学Ⅰ 53.6  59.6（59/99） 6.0  48.5 
48.4
（46/95） -0. 
無機錯体化学 69.3  77.3（5/66） 8.0  64.6 
69.
（38/55） 4.5 
生化学Ⅰ 9.6  88.9（8/9） -2.7  73.2 
78.7
（/4） 5.5 
有機化学Ⅳ 23.4  22.5（9/40） -0.9 
生化学Ⅲ 69.  57.（8/4） -2.0  47.5 
42.9
（8/42） -4.6 
薬理学Ⅰ 88.8  00（/） .2  5.5 
39.4
（3/33） -2. 





















































たり、PESS、PTESS および PEDL などの個別指導など様々なことを行って
きた。しかし、神戸薬科大学のように１学部の定員数が多い大学や科目の多い
大学では、十分な時間を確保することは困難であり、これらの学習支援を大学
全体としての学力向上につなげることはなかなか難しい。今後、さらに学生の
理解度を把握するとともに、学習観、学習動機や学習志向の異なる学生に加え、
薬系基礎・専門教科を苦手とする学生など多様化した学生の特性を考慮した適
切な学習方法を見出す努力を行わなければならない。学生と教員の両者にとっ
て満足感の得られる教育支援を薬学基礎教育センターの大きな使命と考え、薬
学教育センター活動を進めていくつもりである。
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